
私たちは様々ながんの原因に囲まれて暮らしています。図の円グラフはアメリカの
データですが、食事やたばこが、がんの発生に密接に関わっているという知見が得ら
れています。放射線を受けると、これに放射線によるリスクが上乗せされるので、が
ん発生のリスクという面からだけいえば、放射線を受けないに越したことはないとい
うことになります。
Ｘ（エックス）線検査をしない、飛行機に乗らないようにするといった選択をする

ことも可能ですが、そうすると、疾患の早期発見ができなかったり、生活が不便になっ
たりします。また、そのような選択をすることで、がんになる危険性が劇的に減ると
いうこともありません。なぜなら、放射線以外にもがんになる原因が身の回りにいろ
いろあるからです。
（関連ページ：上巻P102「がんのリスク（放射線）」、上巻P103「がんのリスク（生
活習慣）」）
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